
文末が「知っている」→0⇒1‥知らない1⇒2：聞いたことがある 甘だいたい知っ恥る 3：知っている  

文末が「できる」一→  0：未経験1：できない  2：：指導があればできる 3  ：一人でできる  

≪ドレーン編≫  

Ⅹ．ドレーンの取り扱いが安全にできる  

A．ドレーンの安全な管理ができる  0ケ月  1ケ月  3ケ月  6ケ月   1年   
ロ  ドレーンの押入部位とドレナージの仕組みがわかる  79．2   35．4   

2  ドレーンの整理を行い、接続の緩みはずれなどを確認できる  78．8   54．1   

田  患者の意赦状態、休交・移動を考えたドレーンの同定と整理ができる  75．2   50．3   

1  胸J控ドレーンのウオーターシールの意味がわかる  55．9   39．3   

5  胸腔ドレーンのウオーターシールに指示盤の水が入っていることが宥恕忍できる  57．9   42．8   

6  胸腔ドレーンの接続が外れたときの危険性を知っている  62．3   41．1   

u  a止・リークがわかる  60．0   38．6  

胸腔ドレーンの廃液バックの交換を行うときに吸気時にクランプできる  41．3   25．2  

排減バックの交換後、ドレーンのクランプを解除し、呼吸状態を観察できる  

≪救急蘇生カート編≫  

ⅩⅠ．救急蘇生カートの取り扱いができる   

r－トの取り扱いに関する知識がある  

93．9   

ート運用基準を知っている  62．1  34．5  

」  85．7  7ニ上．8  
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憫狩㌍桝二転－．幣誉㌧  

≪運動・移動編≫  

Ⅰ．患者の転倒・転落を防止できる   

文末が「知っている」→0⇒1：知らない1⇒2：聞いたことがある 3－だいたい知りていも 3：‘知っている  

1：できない 2：：指導があればできる 3：一人でできる  文末が「できる」→  0  

A．転倒・転落を引き起こしや和、患者の因子を知っている  0ケ月  1ケ月  3ケ月  6ケ月  1年   

ロ    己状態が轍帥転潮こ閲重していることを知っている  98．6   

順済世）限脚こよりイこ穏状態にな／ったり、転倒・転落しやすくな／）たりすることを  
2  97．9  

矢‖っている   

3  心臓血管系の挟悪をもつ他者がイて穏状態になりやrj‾いことを加／）ている  69．0  32．4   

杭がん剤牲ノブ叫1のノ患者・確削儲  
4  馴．8  5：う．1   

ふら／）きやすいことを知っていモ  

5  排泄わ動をと／   するときに収  りやすいことを知っている  93．8   

6       ニとがあると知っている  97．3   

7        寺博ができる  91．1  71．9   8                 58Ji   
Bご 患者のベッド転落を防ぐための基本的行動がとれる   

ロ  84，9   

2  転例・・航㈲こ閲する心音叫l！子雑  82．9   

3  ベッド柵を安全   ができる  95．2   

4  わずかな時l肛ごヰ）ベッドを附しるときにはベッド柵を庚すことができる  94．6   

5  ベッドのJil  泄珂を  L・J  、（で環境脆椰できる  90．5   

6  附、抄）仙れはその都塵l桐∴ようにしている  91．8  

98．0 

患者の移動が安全にできる   

転倒・船脚）リスク叫白い魁割こ、ヰ多軌び）ときに有言鮒t拉呼ぶとうに説明ができ  
93．8  

る   

2  愚考〟）移  動は農本的に1人で寺J‘   わないことを知っている  91．7   

3  忠常の移動・†イ   変換〃）ときに  Lこ暖を要諦することができる  96．6   

4    ）とき瞳衣や靴下で   ・皮膚の保適ができる  83．6   

5  車椅子移動時、   情  ‖こは脚こ注意を払っている  87．0   

6  車椅子個劇粧とき愚者の重一Lや    軸足を唐織して移動ができる  81．5   

7  ストレッチャー移動時は患者の■′    足側を進行力向にl軸ナて移助している  94．5  

ストレッチャー移動時、コーナーーをIillるときにはストレッチャーーの弛捌こ回り、陣  

寮斗妙）確認を必ず行っている   

≪皮膚の保護編≫  

Ⅱ．スキントラブル・裾瘡発生を予防できる  

A．スキントラブルを予防できる  0ケ月  1ケ月  3ケ月  6ケ月  1年   

スキントラブル発／1三には患者のノ＼Ⅰ）ト栄養状態・失禁による掘潤が大きく影響し  

口  
98．6  78．8  

ス  キントラブル発生にはステロイド・杭がん剤投り・などの榊痢ノ勺容が大きく巌！響  
9Ⅰ．7  6／l．8  

2                 していることを知っている  

しタれレは熱似させる危険があるため、ベッド内に琵軌－ないり‡を知っている  
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0ケ月  1ケ月  3ケ月  6ケ月  1年   

毒しタオル、湯たんぽ、ホットパックは葛法として使用しないことを知っている  890  77．2  
∈しタオルを清拭に使用時は清拭用のカゴと、カゴ用のフックを用いている  864  

／－ト類を固定しているテープをはがす際にスキントラブル発生が多いことを  

］っている   
98．6  

翼者の状態に応じたテープの選択、ルート周定の方法、テープをはがす際の  

二夫を先輩スタッフに相談することができる   94．5  

瘡発生を予防できる   

≠瘡の分輔とその：1ノミ態について知っている  
・169   

討射手発部位を知っており、観察と効果的な徐圧、減圧が基本であることを知  

ている   
90．5  

声腑r棚こは、休イ立変換、徐作・減圧の他、スキンケアや栄養の整えが人切で  

■ることが理解し夫践できる   
98．6  73．5  

し者、家族に対しても裾瘡予防対策についての指導ができる  72．9  368  

洒附制」に従って行動できる  7tう．6  2－11  

むけて、忠首へノ1かけができる  R22  555  

山むできる  

課題・時間切迫編≫   ≪多重亮  

Ⅲ．多重課題、時間切迫の状況下で安全にケアが提供できる   

（多重課題：一度に二つ以上の仕事をしなければならない状況）  

文末が「知っている」→0⇒1：知らない1⇒2：聞いたことがある jLだし、たい知っていも 3二知っている  

文末が「できる」－ナ  0：未経験1：できない  2：：指導があればできる 3：一人でできる  

A．事故がおこりやすい状況について知っている  0ケ月  1ケ月  3ケ月  6ケ月  1年   
口        相見は尊故をおこしやすいことを知っていろ  99．3   

2  健規    附加）判晰せば拡と■恒叱が起二る－・J他‡・地場くなることを知っている  99．3   

田      －りj凱、が起こり射、ことを知っている  980   

優剋    l州立は生イi）や安余の偉持のほかに、右′帥†iとしての倫車型桝りl帰能力が問  
4  

〕れろことむ知っている   
92．5  

B．安全を守るための基本的態度を習得している   

口        ーkでさる  75．3   

2  わか「）ないニー†■、でさないことが  92．5   

3       ；′巨し、惟1  ul相加；わか「）／Iいときに仁1二1Ul紺溝醐二川談できる  918   

4    Ⅱ   いど川柳Lたことはイ山J   ）拓く帥l虹依抑′卜ろことができる  93．2   

jl桝こょり、  工】分が＝り‾ノにケノ’の美施が了fえない山井・宜肱や、．i㌧  
5  

巴     ‘えないl畑  両に対し，税tリJができろ   ！）L7  （i8．1  

6  89．0  

7  96．6   

C．判断を適切に行いケアが提供できる   

ロ        ケジュールが立てられろ  88．4   

自分山城宥右kている＝一為がと      1≦施・終イ・観察）にあろか一息識  

2  
91．8  

3  でさろだけ／「行／ノていろ行端け      まで小l粧せ‾梢二子」二える  84．9   

ケブ′の粟施廿に多哨紺題・畔刑期追      で中断され／こときにも、自分がケノ′のどノ）  

1  
97．3  73．3  
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一子三・－享さ 

－、守≡＿∴こキ．二王 
文末が「知っている」→0⇒1：知らない1⇒2：聞いたことがある ヱ■だいたt■サってt■、≡ 3：知っている  

→  0：未経験1：できない 2：二指導があればできる 3：一人でできる   文末が「できる  



■  

十字．三：   
jくゝ  

も1〉′▲亘 髪くミニきコ二Jゝ㌻こ  

、．＝  ・ニ ー  ・ ・、  ■、1享一丁・こF∴〒  
∴  ．・＿ 二  

文末が「知っている」→0⇒1：知らない1⇒2：日机、たことがある 2●だいたい知っていも 3：知っている  

文末が「できる」→  0：未経験1：できない  2：二指導があればできる 3：一人でできる  

A．看護職員としての自覚と責任ある行動  0ケ月  1ケ月  3ケ月  6ケ月  1年   

口  91．1   52．．1  

医瞭倫理・看護倫理に基づき、人   勘の生命・轢巌を博明し患者の人  
つ   

権む擁護することができる   97．9   66．2  

ノ肴．護行為に上  ‾の／巨命を脅かす危確弛もあることむ認識し行  

動することができる   
87．1  

J  職葉人として    づいて行勅することができる  99．3   75．9   

5    師に自分の考えが言える  87．7   

B．患者の理解と患者・家族との良好な人間関係の確立   

ロ  39．7   

心音を・1・膚仙人  ・「ル、受容「  】勺・」】誕裾碓漉て接することができ  
2  

る   
82，9  

田  患者・家族が納得できる説明を行い、同意を得ることができる  95．2   41．8   

家族の意向を把握し、家族にしか担えない役割を判断し支援すること  

4  
88．3   30．3  

5  ミ‘Jニ秘ぷ托を躍、1：し、プ  ライバシ  渡することができる  939   

丘源は患昔11心のサービスで．レ）ることむ認識し、悪者・写躁にほする  
6  

ことがでさる  87．0   

C．組織における役憩い心構えの理解と適切な行動   

口  55．2   

2  柄陥及び石諸  虻機能について理僻すろことができる  97．9   50．0   

3  チーームl矢埴叫・恥史＝上しての   鮎しl州i吊、ることができる  リ9．3   67．3  

川僚や他の申  昔と安1上した適切眈ミュニケーションをとること  
71．l  

ができる  

生涯にわたる主㈱な自己学習の継続   

白」冊I11i及び他ポ▲一冊  曲を1紙kえた＝已の′’津川と趣をノ′つけることが  

できる   
64∴1  

．i勅題〃．棚状に軸ナて必一要なトl   生し佃決にl〔甘ナて子丁炒・トること  
2  

ができる  99．3   5（う．臼  

51．7  
＿「▼．、＿＿＿．▲＿L   

黄色は、ラダー  

評価表と一致し  

ているもの  

塗りつぶした項目は、1年後に「3：一人でで  

きるor知っている」評価になっていることを  

目指す項目と考えた。その他の項目は、病棟に  

より体験の有無があるため、「2」か「3」で  

あることが望ましい項目と考えた。  

H19年度1年後に「3」の割合  

（左隣は「3＋2」の割合）   




